
パブリック・コメント手続実施結果報告 様式３

１．提出方法別意見提出者数

２．提出された意見の概要及びそれに対する区の考え方（同趣旨の意見は一括）

別紙１のとおり

３．提出された意見により変更した箇所とその理由

なし

※（仮称）中野区子どもの権利に関する条例案に盛り込むべき事項は別紙２のとおり

番 号 ２１‐１０

案件名 （仮称）中野区子どもの権利に関する条例案に盛り込むべき事項

意見募集期間 令和３年１２月６日 から 令和４年１月４日 まで

提出方法 人（団体）数

電子メール １１人

ファクシミリ ０人

郵 送 ０人

窓 口 ０人

合 計 １１人



NO 意見の概要 区の考え方

　前文

1

　子どもは権利の主体であることが記載されており、
これに賛同する。子どもであることを理由に、子ども
の意見を聞かなかったり、子どもに本当のことを教え
なかったり、子どもの権利がないがしろにされるよう
なことがあってはならない。

2

　子どもをパートナーとして捉え、子どもにやさしい
まちづくりを行うことを宣言していることが重要であ
る。権利が侵害されている一部の子どものためにだけ
この条例があるのではなく、すべての子どもにとって
やさしいまちをつくるために大人が継続的な努力をし
ていくことを意味するし、それがすべての人にとって
やさしいまちを実現することにつながると宣言してい
るからである。

3

　日本が世界の国々と子どもの権利条約を結んでいる
こと、その精神に則って条例を制定することが明記さ
れており、短い文章に子どもの権利保障への決意等が
まとめられている。

4

　前文の主語が誰なのかが分かりづらいため、冒頭で
明確に分かる構成にしてはどうか。また、大人による
子どもの権利の保障という側面に偏っているようにも
見受けられるため、子どもの権利の主体は子どもであ
ることを第１段落に加筆してはどうか。

5

　子ども目線で全ての漢字にふりがなが振られてい
る。また、子どもに理解しやすい内容になっている。

　全ての漢字にふりがなを振るとともに、分かりやす
い用語の使用、「です・ます調」での記載など、子ど
もに理解しやすい表記としている。

6

　「多様な背景を持ち、それが理解されずに苦しんで
いる子どももいます」との記載があるが、「理解され
ず」という表現は大人目線であると感じるため、「理
解してもらえず」に修正してはどうか。

　「理解してもらえず」という表現の方が、より子ど
もの立場に立ったものであると考えるが、一方で、
『子どもが理解してもらいたいこと』と狭く捉えてし
まう恐れがあるため、より広く捉えられる「理解され
ず」という表現で記載している。

　第１章　総則

　２　用語の意味

7

　（３）「区民」について、「事業者」が含まれてい
るが、「区民の役割」とは別の項目で「事業者の役
割」が記載されており、この事業者と同じものなのか
が分かりづらい。また、事業者とはどういうものを指
すのか。

　「事業者」については、「区内において事業を営ん
でいる人」としており、企業や商店等を指すものであ
る。「事業者」は、「区民」に含まれるものとしてい
るが、事業者として必要な役割について、７に記載し
ている。

8

　（４）「育ち学ぶ施設」について、無理な学校再編
により劣悪な教育環境を作り出し、子どもと教師にそ
の負担を押しつけている現状など、さらに踏み込んだ
認識と記述が必要である。

　「育ち学ぶ施設」については、「子どもが育ち、学
ぶために利用する施設」としており、区内の学校を含
むものである。
　学校の役割が重要であることから、６に育ち学ぶ施
設および団体の役割を記載するとともに、１１に育ち
学ぶ施設および団体の活動における権利の保障を記載
している。

9

　（６）「子どもの権利条約」について、「児童の権
利に関する条約のことをいいます」との記載がある
が、「児童」の語彙に違和感がある。児童は、狭義で
は小学生を指し、この意味で使われることが多い。他
の用語はすべて「子ども」と記載されているので、
「子ども」に修正してはどうか。

　「児童」という用語は、小学生を指す言葉としても
使用されていることから、条約の対象年齢（１８歳未
満）に誤解が生じないよう「子どもの権利条約」とし
ている。
　２（６）については、用語の意味として、条約の正
式名称（通用している政府訳）を記載する必要がある
と考える。

提出された意見の概要及びそれに対する区の考え方

　前文は子どもも含め多くの人に読まれる箇所である
ため、条例の趣旨が伝わりやすくなるよう、子どもは
権利の主体でありその権利が保障されること、子ども
をパートナーとして子どもにやさしいまちをつくって
いくこと、日本は子どもの権利条約を批准しているこ
となどを記載している。
　また、前文の一部には、子どもの権利擁護推進審議
会の答申を踏まえ、子どもが読んだときに勇気づけら
れるよう、大人から子どもに対するメッセージを記載
している。
　なお、子どもが権利の主体であることは、第１段落
の冒頭に記載している。

別紙１
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NO 意見の概要 区の考え方

　３　基本理念

10

　子どもの意見等の表明が特に重要である。子どもの
意見を「意見、考え、思い」と表現していることに賛
同する。子どもの権利条約の原文では子どもの「意
見」は「opinion」ではなく、「intention」であり、
「言葉にならない思い」を表明することも重要である
とされている。

　本条例の基本理念として、「子どもはその意見等を
表明することができ、自分に関係のあることについて
その意見等が尊重されること」を規定している。こう
した考え方を広め、子どもの意見が尊重されるまちを
目指していく。
　「意見、考え、思い」については、審議会の答申を
踏まえ、言葉にならない（できない）考えや思いも含
むものとしている。

　８　中野区子どもの権利の日

11

　中野区子どもの権利の日の制定に賛同する。この日
に、学校の授業の中で子どもの権利について学ぶ時間
を取ってほしい。また、条例の内容等について、子ど
もと大人に対する普及啓発を実施してほしい。

　本条例において、子どもの権利の日を設けて、その
目的にふさわしい事業を実施していくことを考えてい
る。学校との連携や子どもや大人に対し広く普及啓発
を図るための手法を検討し、実施していく。

　第２章　子どもの権利の保障

　９　あらゆる場面における権利の保障

12

　「権利」がどういうものなのか分かりづらいことが
あるため、子どもの権利を列挙していることに賛同す
る。

　あらゆる場面において特に保障される権利を９
（１）に列挙するとともに、子どもの生活場面ごとに
特に保障される権利を１０（１）、１１（１）及び１
２（１）に列挙している。

13

　「家庭的な環境のもとで育つこと」との記載がある
が、「家庭的な環境」とは定義が曖昧であるため、ど
のような環境かを明記する必要があると考える。
　また、家庭内でのＤＶや児童虐待が行われた場合
に、「家庭」という言葉で言い逃れをされる懸念があ
るため、「家庭」ではなく、「安全で安心な環境」と
いう記載に変更してはどうか。

14

　「家庭的な環境のもとで育つこと」との記載がある
が、「家庭的な環境」とは、ここでいう（１）①②④
⑤⑥⑩が保障されている家庭のもとで育つことを意味
していると思うので、①〜⑩の順番を変えて①②④⑤
⑥⑩を先に持ってきて「上記の①〜⑥を満たす家庭的
な環境のもとで育つこと」としてはどうか。

15

　「失敗をしてもやり直せること。そのために必要な
環境が整えられること」との記載があるが、子どもの
行動を大人目線で失敗と判断しているように読めるた
め、「自分のやりたいと思うことに何度でも取り組む
ことができる」に変更してほしい。

　子ども自身が失敗したと判断した場合、あるいは他
者が判断した場合の何れの場合もやり直すことがで
き、大人はそのための環境を整えるということを趣旨
としている。子ども自身が、「失敗してもやり直せ
る」と思うことが重要であると考える。

16

　「家庭の環境、経済的な状況、社会的身分、国籍、
人種、民族、文化、障害の有無、性別、性自認、性的
指向等により差別をされないこと」との記載がある
が、「家庭の環境」だけでは血縁家族以外の養育者と
生活している子どもが見えづらく、「家庭」とは一般
的には血縁家族をイメージしやすいため、「生活する
場所」を追加してほしい。
　また、権利保障から取りこぼされることがないよ
う、「等」と括るのではなく、「疾患の有無」、「発
達の違い」を追加し、具体的に示してほしい。

　本規定については、子どもの権利条約第２条を踏ま
え、差別の禁止に係るものを列記している。これらに
限定されるものではないが、一方で、全てのものを列
記することは難しいため、主となるものを列記する形
としている。

　１０　家庭における権利の保障

17

　「家庭的な環境のもとで愛情を受けて育つこと」と
の記載があるが、「家庭的」とは定義が曖昧であるた
め、「安全で安心できる環境」に修正してほしい。

　「安全で安心な環境」は、「家庭的な環境」の前提
になるものであると考えるが、子どもがより家庭に近
い環境のもとで育つことが重要であるという趣旨から
規定しているものである。

　「家庭的な環境」については、児童福祉法の趣旨を
踏まえた表現であるが、同法においても定義されてお
らず、本条例において具体的に定義することは難しい
と考えている。また、「安全で安心な環境」は、「家
庭的な環境」の前提になるものであると考えるが、子
どもがより家庭に近い環境のもとで育つことが重要で
あるという趣旨から規定しているものである。
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NO 意見の概要 区の考え方

18

　「１０家庭における権利の保障」と「１１育ち学ぶ
施設および団体の活動における権利の保障」は、共通
する部分が多いため、１１の内容は１０にも入れるべ
きではないか。特に１１（１）①②③④及び（２）①
②③は家庭用に言い換え、追加してほしい。

　本条例においては、あらゆる場面において特に保障
される権利を９（１）に列挙するとともに、子どもの
生活場面ごとにおいて特に保障される権利を１０
（１）、１１（１）及び１２（１）に列挙している。

　１１　育ち学ぶ施設および団体の活動における権利の保障

19

　「安全で安心できる環境のもとで、学び、成長する
こと」との記載があるが、不登校や新型コロナウイル
ス感染拡大に伴う一斉休校であっても、学びが保障さ
れるために「子どもはどこにいても、安全で安心でき
る環境のもとで、学び、成長すること」という記載を
追加してほしい。

　どのような状況においても、子どもの学びが保障さ
れることは重要であると考えており、その趣旨につい
て９（１）に記載している。

20

　小中学校及び教育委員会において、各小中学校の校
則やルール等が子どもの権利の観点から妥当であるか
について、子どもの意見表明を受け、かつ尊重して、
それを検証し、区や地域に対して公開する必要がある
と考える。

21

　校則やルール等についての決定に当たっては、子ど
もが自分の意見を表明し、参加する機会を設けてほし
い。また、公園の使用方法などについても、子どもが
意見を表明する場を設けてほしい。

22

　「区は必要な取組を行うものとします」との記載が
あるが、これは特に重要であり賛同する。「区民や育
ち学ぶ施設および団体で働く人や従事する人の権利保
障に努めます」というように、さらに踏み込んだ表現
にしてはどうか。

　ご指摘の趣旨は、１１（３）に含まれているものと
考えている。育ち学ぶ施設および団体に対して必要な
支援を行っていく。

　１２　地域社会における権利の保障

23

　「休む」ことも「遊ぶ」ことも、子どもたちにとっ
て重要であり、子どもと関わる活動をする区民は、子
どもが居場所を利用することができるように必要な取
組を行うという内容に賛同する。

　子どもにとって休んだり、学んだり、活動したりす
ることのできる居場所は重要であると考えており、区
としても必要な支援を行っていく。

24

　子どもの権利を保障するためには、子どもと直接か
かわる大人が安心して働き、生活できる環境が必要で
ある。区が、ハラスメントや暴力に遭遇することなく
働き続けられる労働環境の整備に向けて取り組むこと
を表現できると良いと考える。

　事業者が、その従業員が子どもの権利を保障するこ
とができる環境を整えるよう努めることは、７（１）
に記載しており、区はそれを支援していく考えであ
る。

　第３章　子どもにやさしいまちづくりの推進

　１４　子ども会議

25

　子どもに関する区の計画等について、子ども会議に
参加する子どもの意見等を求めることは重要であり、
子ども会議の開催に賛同する。こうした機会や場があ
ることによって、子どもたちが自分の意見を表明する
ことを学んでいくことができる。

26
　子ども会議は常設とし、定期的に権利の主体である
子どもたちの意見を吸い上げてほしい。

　１５　虐待、体罰等の防止

27

　子どもの定義が１８歳未満であり、１５～１７歳の
子どもが抱える「虐待」の実態は深刻なケースも想定
される。また、保護者の貧困が虐待の要因になってい
ることも多い。こうしたことを踏まえたうえで、子ど
もに関する取り組みの推進計画を策定してほしい。

　子どもの貧困の防止に総合的に取り組むことについ
て、１７に記載している。
　こうした子どもの現状を踏まえた上で、推進計画を
策定し、取組を進めていく。

　学校において、子どもの意見を踏まえた校則やルー
ル等の見直しについては、すでに取組を進めていると
ころであるが、本条例の趣旨を踏まえ、学校との連携
を進めていきたい。

　子どもの意見等の表明および参加の仕組みの一つと
して、「子ども会議」を定期的に開催していく。
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NO 意見の概要 区の考え方

　１６　いじめその他の権利の侵害の防止

28

　子どもの権利委員会、子どもの権利救済委員を常設
とし、中野区からいじめが無くなるように話し合って
ほしい。また、いじめに関するペナルティを明記して
ほしい。

　本条例に基づき、子どもの権利委員会、子どもの権
利救済委員を設置し、いじめその他の権利の侵害の防
止などの子どもの権利の保障に向けた取組を進める。
　また、本条例は、区に関わる全ての人が子どもの権
利の尊重の理念を持ち、それぞれの生活や活動に生か
すことにより、子どもの権利の保障を目指すものであ
り、いじめに対する罰則規定を設けることは考えてい
ない。

　１９ 居場所づくり

29

　居場所づくりは重要であるが、理念だけではなく
「居場所」の姿を具体的に示してほしい。大人が良か
れと思い作った居場所が子どもにとっては居心地の悪
いものになることが懸念される。そこで過ごす子ども
たちが意見を言える場であることが重要である。

　「居場所」を具体的に規定するのではなく、子ども
が意見等を表明し、参加する機会を設けるとともに、
その意見等を尊重しながら、居場所づくりを進めてい
くことが重要であると考えており、その趣旨について
１９（３）に記載している。

　第４章　子どもに関する取組の推進および検証

　２２　（仮称）中野区子どもの権利委員会の設置

30

　子どもの権利委員会の設置に賛同する。子どもの権
利が、子どもや大人にどのように認識されているかを
検証し、発信していくことが必要である。

　子どもの権利の保障の状況や推進計画については、
第三者が調査や検討を行い、意見を述べることが重要
であると考える。調査や検討の内容について、公表
し、広く発信していくことを検討していく。

　第５章　子どもの権利の相談および侵害からの救済

　２４　（仮称）中野区子どもの権利救済委員の設置

31

　子どもの権利救済委員の任命について、区民の意見
は反映されるのか。

　救済委員は、区長の附属機関であり、区長が任命を
行うものであるが、人格が高潔で、社会的人望が厚
く、すぐれた識見を備えている人を任命していく考え
である。

32
　救済委員の設置に賛同する。救済委員の設置につい
て、十分に広報してほしい。

　子どもが必要な相談を行えるよう、救済委員及び相
談窓口等について、必要な周知広報を行っていく。

　その他、全般的な事項に関するもの

33

　全ての漢字にふりがなが振られており、子ども、そ
して誰にとっても読みやすい文章となっていることに
賛同する。この文章を読むことにより、自分の権利に
ついて学び成長していくことができると思う。

34
　学校教育において、子どもが条例のことを学ぶ際
に、学びやすいように、対象年齢別に教材を作成して
ほしい。

35

　「…するものとします」という語尾は主体性に欠け
るため、「…します」という語尾で記載すべきであ
る。また、「…します」という平易な表現にした方
が、子どもが条例をより身近なものとして感じられる
と思う。

　法令上「するものとする」と表現する文言を「で
す・ます調」に言い換えるに当たり、「するものとし
ます」と表現している。
　本条例では、原則、区のみが主語となる規定につい
ては、「努めるものとします」、「努めなければなり
ません」といった努力義務規定よりも強い表現である
「…するものとします」と規定している。

36
　区の担う役割は大きいため、第２～４章などの項目
において、区が果たすべき役割が具体的に記載されて
いることに賛同する。

37

　子どもの権利が侵害される場所として最も多いの
は、小中学校である。授業についていけない子ども
が、机に座り続けることは苦痛である。教師が一人ひ
とりの子どもに対し、丁寧に教える環境が必要であ
り、そのためには少人数学級を実現するとともに、教
師の多忙化を解消することが必要である。

　様々な人が理解しやすいよう、全ての漢字にふりが
なを振っている。
　子ども自身が、子どもの権利を知ることは大切であ
ると考えている。子どもの年齢や成長にあわせた普及
啓発について、リーフレットの作成や学校との連携に
ついて、様々な手法を検討し、実施していく。

　子どもの権利を保障し、子どもにやさしいまちづく
りを推進することが、区の役割であると考えており、
その役割を果たしていく。
　また、区民、育ち学ぶ施設および団体の活動を支援
することを区の役割として記載しており、これを踏ま
えて、様々な取組を進めていく。

4
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38

　子どもの７人に１人が貧困状態であると言われてい
る。この現状を踏まえ、条例の中で対策を強化できる
ようにしてほしい。

39

　虐待・体罰やいじめは、直接的に子どもの権利を侵
害することになるため、虐待、体罰等の防止、いじめ
その他の権利の侵害の防止、貧困の防止を明記してい
ることについて、賛同する。

40

　審議会での議論や答申結果が反映されているととも
に、過不足なく網羅されている。この内容で、条例制
定を進めてほしい。

41

　子どもの権利について、理想像として条例を作るだ
けでなく、直接取組につながる推進計画や権利委員会
を設置することが重要であり、これらの内容について
賛同する。また、子どもの権利を保障するためには、
客観性があり、専門的見地を持つ第三者機関が必要で
ある。

42

　素晴らしい内容の条例を制定しても、目の前にある
課題に向き合わない限り、実効性のあるものにならな
い。

43

　子どもの権利を保障することを見える化するため
に、外遊びの推進とプレーパークの常設を進めてほし
い。

※ 意見の概要は、区分整理の関係から、提出された意見の分割や同趣旨の意見の統合を行っている場合がある。

　虐待・体罰等の防止については１５に、いじめその
他の権利の侵害の防止については１６に、子どもの貧
困の防止については１７に記載しており、本条例に基
づき、取組を進めていく。

　本条例については、審議会の答申を踏まえ、区民意
見交換会等を経て、検討を進めてきたところである。
　条例制定後の取組の推進については、子どもの現状
を踏まえた上で必要となる施策を２１に規定する推進
計画で定め進めていくとともに、２２に規定する（仮
称）中野区子どもの権利委員会において、その内容を
検証していただく。

5
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（仮称）中野区子どもの権利に関する条例案に盛り込むべき事項

前文
ぜんぶん

子どもは、権利の主体であり、一人の人間としてその尊厳が尊重され、その権利
こ け ん り しゅたい ひ と り にんげん そんげん そんちょう け ん り

が保障されます。全ての人は、生まれながらにして幸せに生きるための権利を持
ほしょう すべ ひと う しあわ い け ん り も

っています。この権利は、子どもであることを理由に侵害されることがあってはな
け ん り こ り ゆ う しんがい

りません。

今、いじめや虐待、貧困など困難な状 況にある子どもがいます。多様な背景を
いま ぎゃくたい ひんこん こんなん じょうきょう こ た よ う はいけい

持ち、それが理解されずに苦しんでいる子どももいます。
も り か い くる こ

子どもにとって、子どもならではの権利が保障されることも大切です。私たちは、
こ こ け ん り ほしょう たいせつ わたし

だれ一人取り残すことなく、全ての子どもが幸せに生きていけるよう子どもの
ひ と り と のこ すべ こ しあわ い こ

権利を保障します。私たちは、子どもの命と健康を守り、その成長を応援します。
け ん り ほしょう わたし こ いのち けんこう まも せいちょう おうえん

私たちは、子どもの声に耳をかたむけ、その意見、考え、思いを受け止め、これを
わたし こ こえ みみ い け ん かんが おも う と

尊重し、子どもと一緒に、子どもにとって最も善いことを第一に考えます。
そんちょう こ いっしょ こ もっと よ だいいち かんが

私たちは、子どもをパートナーとして、まち全体で子どもの成長を支え、子ども
わたし こ ぜんたい こ せいちょう ささ こ

の権利を保障する、子どもにやさしいまち中野をつくっていきます。子どもにやさ
け ん り ほしょう こ な か の こ

しいまちは、全ての人にやさしいまちです。
すべ ひと

子どものみなさん、迷うことや困ったことがあったら、周りの大人に相談してみ
こ まよ こま まわ お と な そうだん

てください。相談をすることは、悪いことではありません。あなたは、一人ではあり
そうだん わる ひ と り

ません。私たち大人は、あなたの意見、考え、思いを受け止め、あなたの立場に寄
わたし お と な い け ん かんが おも う と た ち ば よ

りそい、あなたにとって最も善いことを一緒に考えます。あなたのことを応援し
もっと よ いっしょ かんが おうえん

ている人がいることを忘れないでください。
ひと わす

日本は、世界の国々と、子どもの権利条約を結んでいます。この条約では、「命
に ほ ん せ か い くにぐに こ け ん りじょうやく むす じょうやく いのち

を守られ、成長できること」、「意見を表明し、参加できること」、「子どもに関する
まも せいちょう い け ん ひょうめい さ ん か こ かん

ことが行われるときは、その子どもにとって最も善いことが考えられること」、
おこな こ もっと よ かんが

「差別をされないこと」などの子どもの権利を保障することを約束しました。私た
さ べ つ こ け ん り ほしょう やくそく わたし

ちは、この約束を守るため、全力をつくさなければなりません。
やくそく まも ぜんりょく

ここに、子どもの権利条約の精神にのっとり、子どもの今と未来のために、子ど
こ け ん りじょうやく せいしん こ いま み ら い こ

もの権利を保障し、子どもにやさしいまちづくりを推進することを宣言し、この
け ん り ほしょう こ すいしん せんげん

条例を制定します。
じょうれい せいてい

別紙２
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第１章 総則
だい しょう そうそく

１ 目的
もくてき

中野区（以下「区」といいます。）に関わる全ての人が子どもの権利の尊重の理念
な か の く い か く かか すべ ひと こ け ん り そんちょう り ね ん

を持ち、それぞれの生活や活動に生かすことにより、子どもの権利を保障し、もっ
も せいかつ かつどう い こ け ん り ほしょう

て子どもにやさしいまちづくりを推進することを目的とします。
こ すいしん もくてき

２ 用語の意味
よ う ご い み

⑴ 「子ども」とは、区内に在住し、在学し、または在勤する等、区内において生活
こ く な い ざいじゅう ざいがく ざいきん とう く な い せいかつ

し、活動する１８歳未満の人、およびこれらの人と等しく権利を認めることが
かつどう さい み ま ん ひと ひと ひと け ん り みと

適当と認める人のことをいいます。
てきとう みと ひと

⑵ 「保護者」とは、子どもの親および里親その他子どもの親に代わり養育する
ほ ご し ゃ こ おや さとおや た こ おや か よういく

人のことをいいます。
ひと

⑶ 「区民」とは、区内において、在住し、もしくは在勤している人、事業を営ん
く み ん く な い ざいじゅう ざいきん ひと じぎょう いとな

でいる人（以下「事業者」といいます。）または在学している人および保護者の
ひと い か じぎょうしゃ ざいがく ひと ほ ご し ゃ

ことをいいます。

⑷ 「育ち学ぶ施設」とは、区内の学校、専修学校または各種学校、児童福祉
そだ まな し せつ く な い がっこう せんしゅうがっこう かくしゅがっこう じ ど う ふ く し

施設その他子どもが育ち、学ぶために利用する施設のことをいいます。
し せ つ た こ そだ まな り よ う し せ つ

⑸ 「団体」とは、区内において、子どもが育ち、学ぶための活動を行う団体のこ
だんたい く な い こ そだ まな かつどう おこな だんたい

とをいいます。

⑹ 「子どもの権利条約」とは、児童の権利に関する条約のことをいいます。
こ け ん りじょうやく じ ど う け ん り かん じょうやく

３ 基本理念
き ほ ん り ね ん

子どもの権利の保障は、次に定める考え方を基本理念とします。
こ け ん り ほしょう つぎ さだ かんが かた き ほ ん り ね ん

① 子どもは、その命が守られ、心身や尊厳が傷つけられることなく、愛情と
こ いのち まも しんしん そんげん きず あいじょう

理解をもって育まれること。
り か い はぐく

② 子どもは、その意見、考え、思い（以下「意見等」といいます。）を表明するこ
こ い け ん かんが おも い か い け ん とう ひょうめい

とができ、自分に関係のあることについてその意見等が尊重されること。
じ ぶ ん かんけい い け んとう そんちょう

③ 子どもに関係のあるあらゆることについて、子どもにとって最も善いことは
こ かんけい こ もっと よ

何かを第一に考えること。
なに だいいち かんが

④ 子どもは、一人ひとりの個性が尊重され、だれ一人取り残されることなくそ
こ ひ と り こ せ い そんちょう ひ と り と のこ

の権利が保障されること。
け ん り ほしょう
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４ 区の役割
く やくわり

⑴ 区は、あらゆる取組を行うことにより子どもの権利を保障し、子どもにやさ
く とりくみ おこな こ け ん り ほしょう こ

しいまちづくりを推進するものとします。
すいしん

⑵ 区は、子どもの権利の保障について、区民、育ち学ぶ施設および団体と
く こ け ん り ほしょう く み ん そだ まな し せ つ だんたい

協 力するとともに、その活動を支援するものとします。
きょうりょく かつどう し え ん

⑶ 区は、子どもの権利の保障について、国、東京都、他の区市町村等に必要な
く こ け ん り ほしょう くに とうきょうと た く しちょうそんとう ひつよう

協 力を求めることにより、子どもの権利が広く保障されるよう働きかけを
きょうりょく もと こ け ん り ひろ ほしょう はたら

行うものとします。
おこな

⑷ 区は、この条例による子どもの権利の尊重の理念が広まり、区民、育ち学ぶ
く じょうれい こ け ん り そんちょう り ね ん ひろ く み ん そだ まな

施設および団体が子どもの権利についての理解を深めることができるよう、
し せ つ だんたい こ け ん り り か い ふか

その考え方を広めていくものとします。
かんが かた ひろ

５ 区民の役割
く み ん やくわり

⑴ 区民は、子どもの権利についての理解を深め、これを保障するよう努めるも
く み ん こ け ん り り か い ふか ほしょう つと

のとします。

⑵ 区民は、地域社会における子どもの権利の保障の重要性を理解し、子どもが
く み ん ち い き しゃかい こ け ん り ほしょう じゅうようせい り か い こ

すこやかに育ち、安心して過ごすことができるよう、地域社会全体で子どもを
そだ あんしん す ち い きしゃかいぜんたい こ

見守り、支援するよう努めるものとします。
み まも し え ん つと

⑶ 区民は、区、育ち学ぶ施設および団体と協 力して、子どもの権利についてそ
く み ん く そだ まな し せ つ だんたい きょうりょく こ け ん り

の考え方を広めていくことに努めるものとします。
かんが かた ひろ つと

６ 育ち学ぶ施設および団体の役割
そだ まな し せ つ だんたい やくわり

⑴ 育ち学ぶ施設および団体は、その活動において子どもの権利を保障するよう
そだ まな し せ つ だんたい かつどう こ け ん り ほしょう

努めるものとします。
つと

⑵ 育ち学ぶ施設および団体は、子どもの権利を保障するため、区および区民と
そだ まな し せ つ だんたい こ け ん り ほしょう く く み ん

協 力するよう努めるものとします。
きょうりょく つと

７ 事業者の役割
じぎょうしゃ やくわり

⑴ 事業者は、その従業員が子どもの権利を保障することができる環境を整
じぎょうしゃ じゅうぎょういん こ け ん り ほしょう かんきょう ととの

えるよう努めるものとします。
つと

⑵ 事業者は、その事業が子どもの権利の侵害につながることのないよう適切な
じぎょうしゃ じぎょう こ け ん り しんがい てきせつ

気配りを行うよう努めるものとします。
き くば おこな つと



4

⑶ 事業者は、区、区民、育ち学ぶ施設および団体と協 力して、その事業として
じぎょうしゃ く く み ん そだ まな し せ つ だんたい きょうりょく じぎょう

子どもの権利を保障するための活動をし、これを推進するよう努めるものとし
こ け ん り ほしょう かつどう すいしん つと

ます。

８ 中野区子どもの権利の日
な か の く こ け ん り ひ

⑴ 子どもの権利についての区民の理解と関心を深めるため、中野区子どもの
こ け ん り く み ん り か い かんしん ふか な か の く こ

権利の日（以下「子どもの権利の日」といいます。）を設けます。
け ん り ひ い か こ け ん り ひ もう

⑵ 子どもの権利の日は、１１月２０日（国際連合総会において子どもの権利
こ け ん り ひ がつ は つ か こくさいれんごうそうかい こ け ん り

条約が採択された日）とします。
じょうやく さいたく ひ

⑶ 区は、子どもの権利の日の目的にふさわしい事業を広く区民等の参加を求
く こ け ん り ひ もくてき じぎょう ひろ く み ん とう さ ん か もと

めて行うものとします。
おこな

第２章 子どもの権利の保障
だい しょう こ け ん り ほしょう

９ あらゆる場面における権利の保障
ば め ん け ん り ほしょう

⑴ 子どもは、家庭、育ち学ぶ施設および団体の活動、地域社会等、あらゆる
こ か て い そだ まな し せ つ だんたい かつどう ち い き しゃかいとう

場面において、特に次に定める権利が保障されます。
ば め ん とく つぎ さだ け ん り ほしょう

① 身体的または精神的な暴力を受けないこと。
しんたいてき せいしんてき ぼうりょく う

② 健康的な生活をし、必要な医療、行政サービス等を受けられること。
けんこうてき せいかつ ひつよう いりょう ぎょうせい とう う

③ 家庭的な環境のもとで育つこと。
か て い て き かんきょう そだ

④ 自分の意見等を表明し、それが尊重されること。
じ ぶ ん い け んとう ひょうめい そんちょう

⑤ 学び、休み、および遊ぶこと。そのために必要な環境が整えられること。
まな やす あそ ひつよう かんきょう ととの

⑥ 権利を持つ個人として尊重され、自分についての情報を知ること。
け ん り も こ じ ん そんちょう じ ぶ ん じょうほう し

⑦ 失敗をしてもやり直せること。そのために必要な環境が整えられること。
しっぱい なお ひつよう かんきょう ととの

⑧ 子どもの発達に応じてそのプライバシーが尊重されること。
こ はったつ おう そんちょう

⑨ 家庭の環境、経済的な状 況、社会的身分、国籍、人種、民族、文化、障害
か て い かんきょう けいざいてき じょうきょう しゃかいてき み ぶ ん こくせき じんしゅ みんぞく ぶ ん か しょうがい

の有無、性別、性自認、性的指向等により差別をされないこと。
う む せいべつ せいじ に ん せいてきし こ うとう さ べ つ

⑩ 子どもであることを理由に不当なあつかいを受けないこと。
こ り ゆ う ふ と う う

⑵ 区、区民、育ち学ぶ施設および団体は、子どもの意見等を尊重するとともに、
く く み ん そだ まな し せ つ だんたい こ い け ん とう そんちょう

その意見等がどのように尊重されているかを子どもに分かりやすく説明する
い け ん とう そんちょう こ わ せつめい

よう努めるものとします。
つと

⑶ 区は、子どもの権利を保障するため、必要な取組を行うものとします。
く こ け ん り ほしょう ひつよう とりくみ おこな
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１０ 家庭における権利の保障
か て い け ん り ほしょう

⑴ 保護者は、家庭において、子どもの権利を保障するため、特に次に定めるこ
ほ ご し ゃ か て い こ け ん り ほしょう とく つぎ さだ

とについて必要な取組を行うよう努めるものとします。
ひつよう とりくみ おこな つと

① 家庭的な環境のもとで愛情を受けて育つこと。
か て い て き かんきょう あいじょう う そだ

② 子どもの発達に応じて個人の秘密が守られること。
こ はったつ おう こ じ ん ひ み つ まも

⑵ 保護者は、⑴の取組を行うときには、子育てについての必要な協 力を求め
ほ ご し ゃ とりくみ おこな こ そだ ひつよう きょうりょく もと

ること等により、子どもの成長を支えることができるよう努めるものとしま
とう こ せいちょう ささ つと

す。

⑶ 区は、家庭において、子どもの権利を保障するため、子どもおよび保護者に
く か て い こ け ん り ほしょう こ ほ ご し ゃ

対して、必要な取組を行うものとします。
たい ひつよう とりくみ おこな

１１ 育ち学ぶ施設および団体の活動における権利の保障
そだ まな し せ つ だんたい かつどう け ん り ほしょう

⑴ 育ち学ぶ施設および団体は、その活動において、子どもの権利を保障するた
そだ まな し せ つ だんたい かつどう こ け ん り ほしょう

め、特に次に定めることについて必要な取組を行うよう努めるものとします。
とく つぎ さだ ひつよう とりくみ おこな つと

① 安全で安心できる環境のもとで、学び、成長すること。
あんぜん あんしん かんきょう まな せいちょう

② 一人ひとりの個性が尊重され、差別をされないこと。
ひ と り こ せ い そんちょう さ べ つ

③ いじめや体罰を受けないこと。
たいばつ う

④ その子どもの個人に関する情報について、その意思に反し、または正当な
こ こ じ ん かん じょうほう い し はん せいとう

目的の範囲をこえて利用され、または提供されないこと。
もくてき は ん い り よ う ていきょう

⑵ 育ち学ぶ施設および団体は、⑴の取組を行うときには、次に定めることを
そだ まな し せ つ だんたい とりくみ おこな つぎ さだ

行うことにより、その活動において子どもの権利が保障されるよう努めるも
おこな かつどう こ け ん り ほしょう つと

のとします。

① 子どもの権利の保障に主体的に取り組み、子どもの成長を支えることがで
こ け ん り ほしょう しゅたいてき と く こ せいちょう ささ

きるよう必要な支援を行うこと。
ひつよう し え ん おこな

② 支援を必要とする子どもを早期に発見し、子どもの意見等を尊重しながら、
し え ん ひつよう こ そ う き はっけん こ い け ん とう そんちょう

子どもにとって最も善い解決方法をとること。
こ もっと よ かいけつほうほう

③ 虐待、貧困等を早期に発見し、区その他関係機関と協 力して対応するこ
ぎゃくたい ひんこんとう そ う き はっけん く た かんけい き か ん きょうりょく たいおう

と。

⑶ 区は、育ち学ぶ施設および団体の活動において、子どもの権利を保障するた
く そだ まな し せ つ だんたい かつどう こ け ん り ほしょう

め、育ち学ぶ施設および団体に対して、必要な取組を行うものとします。
そだ まな し せ つ だんたい たい ひつよう とりくみ おこな
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１２ 地域社会における権利の保障
ち い きしゃかい け ん り ほしょう

⑴ 子どもと関わる活動をする区民は、地域社会において、子どもの権利を保障
こ かか かつどう く み ん ち い き しゃかい こ け ん り ほしょう

するため、特に次に定めることについて必要な取組を行うよう努めるものと
とく つぎ さだ ひつよう とりくみ おこな つと

します。

① 安全で安心できる環境のもとで生活すること。
あんぜん あんしん かんきょう せいかつ

② 地域の活動等に参加し、自分の意見等を表明すること。
ち い き かつどうとう さ ん か じ ぶ ん い け んとう ひょうめい

③ 休み、または遊ぶことができ、一人または集団で活動することができる
やす あそ ひ と り しゅうだん かつどう

居場所を利用すること。
い ば し ょ り よ う

⑵ 子どもと関わる活動をする区民は、⑴の取組を行うときには、適切な支援を
こ かか かつどう く み ん とりくみ おこな てきせつ し え ん

受けることにより、その活動を続けていけるよう努めるものとします。
う かつどう つづ つと

⑶ 区は、地域社会において、子どもの権利を保障し、⑵に規定する活動を続け
く ち い き しゃかい こ け ん り ほしょう き て い かつどう つづ

ていけるようにするため、子どもと関わる活動をする区民に対して、必要な
こ かか かつどう く み ん たい ひつよう

取組を行うものとします。
とりくみ おこな

第３章 子どもにやさしいまちづくりの推進
だい しょう こ すいしん

１３ 子どもの意見等の表明および参加
こ い け んとう ひょうめい さ ん か

⑴ 区は、子どもが自分の意見等を表明し、参加する機会を確保するために
く こ じ ぶ ん い け ん とう ひょうめい さ ん か き か い か く ほ

必要な制度を設けるよう努めるものとします。
ひつよう せ い ど もう つと

⑵ 区、区民、育ち学ぶ施設および団体は、子どもの意見等の表明と参加をうな
く く み ん そだ まな し せ つ だんたい こ い け ん とう ひょうめい さ ん か

がすため、子どもがその意味や方法について学び、必要な情報を得ることが
こ い み ほうほう まな ひつよう じょうほう え

できるよう努めるものとします。
つと

１４ 子ども会議
こ か い ぎ

⑴ 区長は、子どもの意見等を求めるための会議（以下「子ども会議」といいま
くちょう こ い け ん とう もと か い ぎ い か こ か い ぎ

す。）を開きます。
ひら

⑵ 区長は、子どもに関する区の計画その他区長が必要と認めることについて、
くちょう こ かん く けいかく た くちょう ひつよう みと

子ども会議に参加する子どもの意見等を求めるものとします。
こ か い ぎ さ ん か こ い け んとう もと

⑶ 区長は、子ども会議に多様な背景を持つ子どもの意見が反映されるよう努め
くちょう こ か い ぎ た よ う はいけい も こ い け ん はんえい つと

るものとします。

⑷ 子ども会議は、参加する子どもの自主性と自発性を尊重して運営されるも
こ か い ぎ さ ん か こ じ し ゅ せ い じ は つ せ い そんちょう うんえい

のとします。
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⑸ 区長は、子ども会議への子どもの参加がうながされ、子ども会議が順 調に
くちょう こ か い ぎ こ さ ん か こ か い ぎ じゅんちょう

運営されるよう必要な支援を行うものとします。
うんえい ひつよう し え ん おこな

⑹ 子ども会議に参加する子どもは、⑵に規定することや自分が必要と認めるこ
こ か い ぎ さ ん か こ き て い じ ぶ ん ひつよう みと

とについて、その意見等をまとめ、区長に提出することができます。
い け んとう くちょう ていしゅつ

⑺ ⑹の規定により提出された意見等について、区長は、これを尊重するよう
き て い ていしゅつ い け ん とう くちょう そんちょう

努めるものとします。
つと

１５ 虐待、体罰等の防止
ぎゃくたい たいばつとう ぼ う し

⑴ 区、区民、育ち学ぶ施設および団体は、子どもが虐待、体罰等を受けること
く く み ん そだ まな し せ つ だんたい こ ぎゃくたい たいばつとう う

なく、すこやかに育ち、安心して暮らすことができるよう努めなければなりま
そだ あんしん く つと

せん。

⑵ 区は、関係機関と協 力し、子どもに対する虐待、体罰等の予防と早期の
く かんけい き か ん きょうりょく こ たい ぎゃくたい たいばつとう よ ぼ う そ う き

発見に取り組むものとします。
はっけん と く

⑶ 区民、育ち学ぶ施設および団体は、子どもが虐待、体罰等を受けることがな
く み ん そだ まな し せ つ だんたい こ ぎゃくたい たいばつとう う

いよう気を配るとともに、虐待、体罰等を受けたと思われる子どもを発見し
き くば ぎゃくたい たいばつとう う おも こ はっけん

たときは、すみやかに区その他の関係機関に知らせなければなりません。
く た かんけいき か ん し

⑷ 区は、虐待、体罰等を受けた子どもをすみやかにかつ適切に救済するため、
く ぎゃくたい たいばつとう う こ てきせつ きゅうさい

関係機関と協 力し、必要な支援を行うものとします。
かんけい き か ん きょうりょく ひつよう し え ん おこな

１６ いじめその他の権利の侵害の防止
た け ん り しんがい ぼ う し

⑴ 区、区民、育ち学ぶ施設および団体は、子どもがいじめその他の権利の侵害
く く み ん そだ まな し せ つ だんたい こ た け ん り しんがい

を受けることなく、安心して生活することができるよう努めるものとします。
う あんしん せいかつ つと

⑵ 区、区民、育ち学ぶ施設および団体は、子どもに対するいじめその他の権利
く く み ん そだ まな し せ つ だんたい こ たい た け ん り

の侵害の予防と早期の発見に取り組むものとします。
しんがい よ ぼ う そ う き はっけん と く

⑶ 区、区民、育ち学ぶ施設および団体は、いじめその他の権利の侵害を受けた
く く み ん そだ まな し せ つ だんたい た け ん り しんがい う

子どもをすみやかにかつ適切に救済するため、関係機関と協 力し、必要な
こ てきせつ きゅうさい かんけい き か ん きょうりょく ひつよう

支援を行うものとします。
し え ん おこな

⑷ 区、区民、育ち学ぶ施設および団体は、いじめその他の権利の侵害に関わっ
く く み ん そだ まな し せ つ だんたい た け ん り しんがい かか

た子どもが再びいじめその他の権利の侵害に関わることのないよう取り組む
こ ふたた た け ん り しんがい かか と く

ものとします。
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１７ 貧困の防止
ひんこん ぼ う し

区は、全ての子どもがだれ一人取り残されることなく、すこやかに育ち、学ぶ
く すべ こ ひ と り と のこ そだ まな

ことができるよう、区民、育ち学ぶ施設および団体と協 力して、子どもの貧困
く み ん そだ まな し せ つ だんたい きょうりょく こ ひんこん

の防止に総合的に取り組むものとします。
ぼ う し そうごうてき と く

１８ 有害または危険な環境および情報からの保護
ゆうがい き け ん かんきょう じょうほう ほ ご

⑴ 区、区民、育ち学ぶ施設および団体は、子どもが家庭や地域社会の中で尊重
く く み ん そだ まな し せ つ だんたい こ か て い ち い き しゃかい なか そんちょう

され、安心して健康的に生きるため、違法な薬物等の有害または危険な環境
あんしん けんこうてき い い ほ う やくぶつとう ゆうがい き け ん かんきょう

や情報から子どもを守るよう取り組むものとします。
じょうほう こ まも と く

⑵ 区は、⑴に規定する取組に関し、子ども、区民、育ち学ぶ施設および団体に
く き て い とりくみ かん こ く み ん そだ まな し せ つ だんたい

必要な情報を提供するものとします。
ひつよう じょうほう ていきょう

１９ 居場所づくり
い ば し ょ

⑴ 区、育ち学ぶ施設および団体は、子どもが安心して過ごすことができる
く そだ まな し せ つ だんたい こ あんしん す

居場所づくりに努めるものとします。
い ば し ょ つと

⑵ 区は、⑴に規定する居場所づくりのための活動を行う育ち学ぶ施設および
く き て い い ば し ょ かつどう おこな そだ まな し せ つ

団体と協 力し、その支援に努めるものとします。
だんたい きょうりょく し え ん つと

⑶ 区、育ち学ぶ施設および団体は、⑴に規定する居場所づくりに関し、子ども
く そだ まな し せ つ だんたい き て い い ば し ょ かん こ

が意見等を表明し、参加する機会を設けるとともに、その意見等を尊重する
い け ん とう ひょうめい さ ん か き か い もう い け ん とう そんちょう

よう努めるものとします。
つと

第４章 子どもに関する取組の推進および検証
だい しょう こ かん とりくみ すいしん けんしょう

２０ 子どもに関する取組の推進
こ かん とりくみ すいしん

⑴ 区は、全ての子どもの権利が保障されるよう、子ども、区民、育ち学ぶ施設お
く すべ こ け ん り ほしょう こ く み ん そだ まな し せ つ

よび団体と協 力して、子どもに関する取組を推進するものとし、そのための
だんたい きょうりょく こ かん とりくみ すいしん

体制を整備するものとします。
たいせい せ い び

⑵ 区は、子どもに関する取組が推進されるよう、必要な財政上の取組を行う
く こ かん とりくみ すいしん ひつよう ざいせいじょう とりくみ おこな

よう努めるものとします。
つと

⑶ 区は、子どもに関する取組を推進するため、定期的に、子どもの状 況等につ
く こ かん とりくみ すいしん て い き て き こ じょうきょうとう

いて調査を行い、その結果を公表するものとします。
ちょうさ おこな け っ か こうひょう
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２１ 子どもに関する取組の推進計画の策定
こ かん とりくみ すいしんけいかく さくてい

⑴ 区は、子どもに関する取組を推進するための基本となる計画（以下「推進
く こ かん とりくみ すいしん き ほ ん けいかく い か すいしん

計画」といいます。）を定めます。
けいかく さだ

⑵ 区は、推進計画を定める場合は、子どもや区民の意見等を反映させるよう努
く すいしんけいかく さだ ば あ い こ く み ん い け ん とう はんえい つと

めるものとします。

⑶ 区は、推進計画を定めた場合は、すみやかにこれを公表し、広めていくもの
く すいしんけいかく さだ ば あ い こうひょう ひろ

とします。

⑷ ⑵⑶の規定は、推進計画を改める場合について準用します。
き て い すいしんけいかく あらた ば あ い じゅんよう

２２ （仮称）中野区子どもの権利委員会の設置
かしょう な か の く こ け ん り い い ん か い せ っ ち

⑴ 推進計画および子どもに関する取組を検証するため、区長の附属機関とし
すいしんけいかく こ かん とりくみ けんしょう くちょう ふ ぞ く き か ん

て、（仮称）中野区子どもの権利委員会（以下「権利委員会」といいます。）を置
かしょう な か の く こ け ん り い い ん か い い か け ん り い い ん か い お

きます。

⑵ 権利委員会は、区長の求めに応じ、次に定めることについて調査や検討を行
け ん り い い ん か い くちょう もと おう つぎ さだ ちょうさ けんとう おこな

い、意見を述べます。
い け ん の

① 子どもの権利の保障の状 況に関すること。
こ け ん り ほしょう じょうきょう かん

② 推進計画および子どもに関する取組の検証、改善等の提言に関すること。
すいしんけいかく こ かん とりくみ けんしょう かいぜんとう ていげん かん

③ その他区長が必要と認めること。
た くちょう ひつよう みと

⑶ 権利委員会は、⑵①②③に定めることに関し、必要があると認めるときは、
け ん り い い ん か い さだ かん ひつよう みと

区長に意見を述べることができます。
くちょう い け ん の

⑷ 権利委員会は、学識経験者その他区長が必要と認める人のうちから、区長が
け ん り い い ん か い がくしきけいけんしゃ た くちょう ひつよう みと ひと くちょう

任命する委員１０人以内をもって組織します。
にんめい い い ん にん い な い そ し き

⑸ 権利委員会の委員（以下単に「委員」といいます。）の任期は、２年とします。た
け ん り い い ん か い い い ん い か たん い い ん に ん き ねん

だし、再任されることができます。
さいにん

⑹ 委員が欠けたときは、補欠の委員を置くことができます。この場合において、
い い ん か ほ け つ い い ん お ば あ い

補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とします。
ほ け つ い い ん に ん き ぜんにんしゃ ざんにんき か ん

⑺ 委員は、職務上知り得た秘密をもらしてはなりません。その職を退いた後
い い ん しょくむじょう し え ひ み つ しょく しりぞ あと

も、同様とします。
どうよう

２３ 権利委員会の意見の尊重
け ん り い い ん か い い け ん そんちょう

⑴ 区長は、権利委員会から「２２ （仮称）中野区子どもの権利委員会の設置」⑵
くちょう け ん り い い ん か い かしょう な か の く こ け ん り い い ん か い せ っ ち

⑶の意見を受けたときは、これを尊重し、必要な取組を行うよう努めるもの
い け ん う そんちょう ひつよう とりくみ おこな つと
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とします。

⑵ 区長は、権利委員会からの意見を受けたときは、すみやかにこれを公表し、
くちょう け ん り い い ん か い い け ん う こうひょう

広めていくものとします。
ひろ

第５章 子どもの権利の相談および侵害からの救済
だい しょう こ け ん り そうだん しんがい きゅうさい

２４ （仮称）中野区子どもの権利救済委員の設置
かしょう な か の く こ け ん りきゅうさいい い ん せ っ ち

⑴ 子どもの権利の侵害（以下「権利侵害」といいます。）からのすみやかな救済
こ け ん り しんがい い か け ん り しんがい きゅうさい

と子どもの権利の保障をはかるため、区長の附属機関として、（仮称）中野区子
こ け ん り ほしょう くちょう ふ ぞ く き か ん かしょう な か の く こ

どもの権利救済委員（以下「救済委員」といいます。）を置きます。
け ん りきゅうさいい い ん い か きゅうさいい い ん お

⑵ 救済委員は、次に定めることを担当します。
きゅうさいい い ん つぎ さだ たんとう

① 子どもの権利の保障についての相談に応じ、必要な助言および支援をする
こ け ん り ほしょう そうだん おう ひつよう じょげん し え ん

こと。

② 子どもの権利の保障についての必要な調査および調整をすること。
こ け ん り ほしょう ひつよう ちょうさ ちょうせい

③ 権利侵害からの救済のため関係者に要請をすること。
け ん りしんがい きゅうさい かんけいしゃ ようせい

④ 権利侵害を防ぎ、または子どもの権利を保障するための意見を表明するこ
け ん り しんがい ふせ こ け ん り ほしょう い け ん ひょうめい

と。

⑤ ③の要請および④の意見の内容を公表すること。
ようせい い け ん ないよう こうひょう

⑥ 権利侵害からの救済と子どもの権利の保障についての理解を広めていく
け ん り しんがい きゅうさい こ け ん り ほしょう り か い ひろ

ことおよび関係者との協 力の推進に関すること。
かんけいしゃ きょうりょく すいしん かん

⑶ 救済委員は、５人以内とし、人格が高潔で、社会的信望が厚く、子どもの
きゅうさいい い ん にん い な い じんかく こうけつ しゃかいてきしんぼう あつ こ

人権問題に関しすぐれた識見を備えている人のうちから、区長が任命します。
じんけんもんだい かん しきけん そな ひと くちょう にんめい

⑷ 救済委員の任期は、２年とします。ただし、再任されることができます。
きゅうさいい い ん に ん き ねん さいにん

⑸ 区長は、救済委員が心身の故障のために職務を行うことができないと認
くちょう きゅうさい い い ん しんしん こしょう しょくむ おこな みと

める場合、⑶に規定する任命の要件を満たさなくなった場合または救済委員
ば あ い き て い にんめい ようけん み ば あ い きゅうさいい い ん

に職務上の義務違反その他救済委員としてふさわしくない行いがあると認
しょくむじょう ぎ む い は ん た きゅうさいい い ん おこな みと

める場合には、その救済委員の職を解くことができます。
ば あ い きゅうさいい い ん しょく と

⑹ 救済委員は、職務上知り得た秘密をもらしてはなりません。その職を退い
きゅうさいい い ん しょくむじょう し え ひ み つ しょく しりぞ

た後も、同様とします。
あと どうよう

２５ 救済委員の職務の執行
きゅうさいい い ん しょくむ しっこう

⑴ 救済委員は、職務を行うときには、子どもの意見等を聞き、その意見等を
きゅうさいい い ん しょくむ おこな こ い け ん とう き い け ん とう
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尊重するとともに、その子どもにとって最も善いと考えられることを行うも
そんちょう こ もっと よ かんが おこな

のとします。

⑵ 救済委員は、公正かつ公平にその職務を行わなければなりません。
きゅうさいい い ん こうせい こうへい しょくむ おこな

⑶ 救済委員は、それぞれ独立してその職務を行います。
きゅうさいい い ん どくりつ しょくむ おこな

⑷ 救済委員は、自分に利害関係のある事案については、その職務を行うこと
きゅうさい い い ん じ ぶ ん り が い かんけい じ あ ん しょくむ おこな

ができません。

⑸ 救済委員は、毎年度、その職務の実施状 況について区長に報告しなければ
きゅうさいい い ん ま い ね ん ど しょくむ じ っ しじょうきょう くちょう ほうこく

なりません。

⑹ 区は、救済委員の独立性と公正かつ公平な職務の執行を確保するために
く きゅうさいい い ん どくりつせい こうせい こうへい しょくむ しっこう か く ほ

必要な協 力および支援を行うとともに、専門の職員および窓口の設置等、
ひつよう きょうりょく し え ん おこな せんもん しょくいん まどぐち せ っ ち とう

体制の整備をはかるものとします。
たいせい せ い び

⑺ 区民、育ち学ぶ施設および団体は、子どもが救済委員に相談等をしやすい
く み ん そだ まな し せ つ だんたい こ きゅうさいい い ん そうだんとう

環境を整えるよう努めるとともに、救済委員の職務の執行に協 力するよう
かんきょう ととの つと きゅうさいい い ん しょくむ しっこう きょうりょく

努めるものとします。
つと

２６ 救済委員への相談等
きゅうさいい い ん そうだんとう

子ども（その子どもに関係のある人をふくみます。）は、救済委員に子どもの
こ こ かんけい ひと きゅうさいい い ん こ

権利の保障について必要な相談を行い、または「２４ （仮称）中野区子どもの
け ん り ほしょう ひつよう そうだん おこな かしょう な か の く こ

権利救済委員の設置」⑵③の要請や⑵④の意見の表明を行うことを求めるこ
け ん りきゅうさいい い ん せ っ ち ようせい い け ん ひょうめい おこな もと

とができます。

２７ 救済委員の要請および意見の尊重等
きゅうさいい い ん ようせい い け ん そんちょうとう

⑴ 区の機関は、救済委員から「２４ （仮称）中野区子どもの権利救済委員の
く き か ん きゅうさいい い ん かしょう な か の く こ け ん りきゅうさいい い ん

設置」⑵③の要請および⑵④の意見の表明を受けたときは、これを尊重し、
せ っ ち ようせい い け ん ひょうめい う そんちょう

必要な取組を行うよう努めるものとします。
ひつよう とりくみ おこな つと

⑵ 区の機関は、⑴の取組を行うときには、その内容を救済委員に報告しなけ
く き か ん とりくみ おこな ないよう きゅうさい い い ん ほうこく

ればなりません。ただし、⑴の取組を行うことができないときは、理由を付け
とりくみ おこな り ゆ う つ

てそのことを救済委員に報告しなければなりません。
きゅうさいい い ん ほうこく

⑶ 区民、育ち学ぶ施設および団体は、救済委員から「２４ （仮称）中野区子ど
く み ん そだ まな し せ つ だんたい きゅうさいい い ん かしょう な か の く こ

もの権利救済委員の設置」⑵③の要請および⑵④の意見の表明を受けたと
け ん りきゅうさいい い ん せ っ ち ようせい い け ん ひょうめい う

きは、これを尊重し、必要な取組を行うよう努めるものとします。
そんちょう ひつよう とりくみ おこな つと


